
 

ＩＴＣ新潟 令和４年度 通常総会 

次  第 

 

日 時 令和４年６月３日（金）17 時 00 分～ 

会 場 万代グリル ガルベストン by Soi３階 

（新潟市中央区弁天２-３-23）及び 

zoom によるオンラインの併催 

 

 

議 題 

 

第１号議案 令和３年度事業報告（案） 

 

第２号議案 令和３年度収支決算（案） 

 

第３号議案 令和４年度事業計画（案） 

 

第４号議案 令和４年度収支予算（案） 

 

 

報告事項 

 

 ＩＴＣ新潟を母体とした「法人格組織」の設立について  

 



 

第１号議案 

ＩＴＣ新潟 令和３年度 事業報告（案） 
 

１ 組織について （令和４年３月３１日現在） 

ＩＴＣ新潟 役員 

代表幹事 横山 淳  

幹事 浅田 淳 マコー㈱ 

幹事 石垣 比呂志 ㈱ティーケーネットサービス 

幹事 石塚 直樹 第一電設工業㈱ 

幹事 河合 里美 トラストラボ㈱ 代表取締役 

幹事 武内 正一郎 ㈱ビックリマーク 代表取締役 

監事 栗林 直樹 ㈱エヌ・シー・エス 監査役 

事務局 
(公財)にいがた産業創造機構 産業創造グループ IT支援チーム

（令和４年４月１日からデジタル化支援チームに名称変更） 

 

２ 会員数について  

令和 ３年度 当初会員数 39 名 (令和３年４月１日現在) 

令和 ４年度 当初会員数 41 名 (令和４年４月１日現在) 

増減 ＋２名  

 

３ 事業実績 

（１）総会及び幹事会の開催 

開催日：【幹事会】令和３年６月 24 日（木）～25 日（金） 

【総 会】令和３年６月 28 日（月） 

会 場：【幹事会】書面審議による 

【総 会】NICO プラザ会議室及び zoom によるオンラインの併催 

議 題：第１号議案 令和２年度事業報告（案） 

     第２号議案 令和２年度年度収支決算（案） 

     第３号議案 規約の変更（案） 

       第４号議案 役員改選（案） 

第５号議案 令和３年度事業計画（案） 

      第６号議案 令和３年度収支予算（案） 

結 果：第１～６号議案について議案どおり承認（総会後に確定） 
 

（２）ＩＴＣビジネス実践 

  ①専門家派遣事業 

主 催：（公財）にいがた産業創造機構 

内 容：ＮＩＣＯが実施する IT 関連事業への協力として、専門家派遣事業 

を活用し、14 社 53 回の助言指導を実施した。 

・AI・IoT 導入推進人材派遣事業 ４社 10 回 

・DX 伴走アドバイザー派遣事業  12 社 51 回  
 
  ②県内企業と IT 関連企業とのマッチングイベント 

主 催：新潟県 （企画運営：㈱ブリッジにいがた） 

開催日：令和 3年 11 月８（月）、９日（火） 13：00～15：30 

会 場：オンライン開催 



 

内 容：県内外の20社のIT関連企業から自社の製品サービスを紹介するイ 

ベントで各社へ質問するファシリテータ役を、横山淳が担った。 

 
  ③金融機関・商工団体職員向けセミナー 

  主 催：ブリッジにいがた  

 

 ・ＩＴリテラシー向上 

 開催日：令和３年 10 月 21 日（木） 14：00～16：15 

 会 場：オンライン開催  

 講 師：ITC 新潟 武内正一郎（他、千葉銀行 柴田秀樹様） 

 

 ・小規模事業者の社内デジタル化 

 開催日：令和４年１月 27 日（木） 14：00～16：00 

 会 場：オンライン開催  

 講 師：ITC 新潟 石垣比呂志 

 
  ④新潟県スマート農林水産業推進 IT を活用した経営課題解決支援 

 主 催：新潟県農林水産部 

 期 間：令和３年度中（４年度以降も継続） 

内 容：県内の農業事業者の課題をデジタルにて解決するため、３農業法 

人に対し課題抽出・解決へ向けた支援を行った。 

参加ITC：金井 信雄、河内 康志、河合 里美、高橋 清、武内 正一郎 

 
（３）ＩＴＣスキルアップ研修 

①県内産業デジタル化支援セミナー ～実践企業から学ぶ DX 推進ストーリー～ 

主 催：（公財）にいがた産業創造機構 

開催日：令和３年７月 28 日（水） 13：30～15：10 

会 場：オンライン開催  

参加者：78 社 101 名（うちＩＴＣ６名） 

 
②DX 実現に向けた工程の見える化 ～現場から始める企業革命～ 

主 催：（公財）にいがた産業創造機構 

開催日：令和３年９月７日（火） 13：30～15：10 

会 場：オンライン開催  

参加者：69 社 102 名（うちＩＴＣ11 名） 

 

③DX 推進者必見！IT ベンダーとの上手な付き合い方 

主 催：（公財）にいがた産業創造機構  

開催日：令和４年２月 25 日（金） 13：30～15：15 

会 場：オンライン開催  

主な講師：ITC 新潟 武内 正一郎 

参加者：66 社 89 名（うちＩＴＣ８名） 

 

  ④ＩＴＣ新潟事例発表会 

   主 催：ＩＴＣ新潟 

 



 

  ・第１回 

   開催日：令和４年１月 14 日（金） 16：00～18：00 

発表者：ITC 新潟 横山 淳、浅田 淳、石垣 比呂志、石塚 直樹、河合  

里美、武内 正一郎 

   会 場：オンライン開催 

   参加者：14 名 

 

  ・第２回 

開催日：令和 4年 3月 18 日（金） 16：00～18：00 

発表者：ITC 新潟 金井 信雄、河内 康志、星野 雅博、長野県 IT コーデ 

ィネータ協議会 西村 元男 様、ITC 茨城 山崎 健 様 

   会 場：オンライン開催 

   参加者：12 名 
 
（４）広報活動 

①ＩＴＣ新潟パンフレットの作成 

   支援事例等を掲載したパンフレットを作成し、イベント等で配布することで 

ITC 新潟の広報を実施。 

 

  ②ＩＴＣ新潟 新ＷＥＢサイトの立ち上げ 

   ２０２２年７月公開を目指し、事例紹介などの中身を充実させ、ＩＴＣ新潟 

をより外部へＰＲしていくための新ＷＥＢサイトを構築中。 

 

③ＤＸ先行事例のデータベース化事業への参画 

   ＮＩＣＯの IT 支援チームが予算を取り、ＩＴＣＡ経由で各地の ITC 届出組織 

から事例データ収集、データベース化。ＩＴＣ新潟からは 20 件の事例情報を提 

供。（提供者：ITC 新潟 青木 龍雄、石垣 比呂志、石塚 直樹、金井 信 

雄、河内 康志、河合 里美、武内 正一郎） 

 

 
以上 



　
第２号議案

◎収入 （単位：円）

R３予算額(a) R３決算額(b) 差額（b-a) 備　考

１． 538,277 538,277 0

２． 会費（年会費） 117,000 123,000 6,000 ＠3,000×41人

３． 0 5 5 預金利息

４． 0 132,000 132,000 ITコーディネータ協会から

655,277 793,282 138,005

 
◎支出 （単位：円）

科　　目 R3予算額(a) R3決算額(b) 差額（b-a) 備　考

１． 100,000 0 ▲ 100,000

２． 100,000 0 ▲ 100,000

３． 50,000 0 ▲ 50,000

４． 50,000 8,898 ▲ 41,102 レンタルサーバー利用料、ドメイン使用料

５． 50,000 50,600 600 パンフレット印刷費

６． 10,000 1,870 ▲ 8,130 振込手数料

７． 295,277 132,000 ▲ 163,277 DX支援サイト掲載事例作成代（５者８事例分）

８． 0 599,914 599,914

655,277 793,282 138,005

◎残高

前年度繰越 収入合計 支出合計 残高

538,277 255,005 193,368 599,914

事務局費

事業費(IT経営カンファレンスin
新潟開催費）

予備費

次年度繰越金

合　　計

謝金

事業費(上記以外の自主開催事
業等）

通信費

広報費

ＩＴＣ新潟　令和３年度　収支決算（案）

科　　目
前年度繰越金

雑収入

合　　計

事業費(ITCカンファレンス・他団
体主催事業への参加）





ITC 新潟 令和４年度 事業計画（案） 
 

 近年、DX の促進・デジタル庁の発足・５G 通信の本格普及などにより、情報通信分野への注目が

非常に高まっており、またコロナ禍により否応無しに進めざるをえなかったテレワーク・ビジネス

活動の非対面非接触化なども含め、急速な社会構造のデジタル化が進んでいます。 

 国家レベルでの施策はもちろんのこと、新潟県においても「県内産業デジタル化構想」において

IT コーディネータの力を活かすことが明記されており、実際に複数の事業が始まっています。 

 経産省（当時は通産省）産業構造審議会の発案による IT コーディネータ制度の創設から 20 年が

経ち、その間にも情報通信環境は日進月歩で進歩を続けてきましたが、IT コーディネータは「経営

とITを結びつける」という役割からは少しもぶれることなく歩み続け、果たすべき役目は行政・民

間企業にとっても社会全体にとっても更に肝要なものになりました。 

 

 IT コーディネータ行動規範「（１）社会視点」には、次のように記載されています。 

IT コーディネータは、環境変化に対応し企業のあるべき姿を明確にして社会価値を創造す

る。 
 IT 経営がもたらす価値は、顧客、株主、取引先、地域社会、国際社会等に対して、利便

や、利益を提供し、社会価値を創造することに繋がる。IT 経営を実効あるものにするために

は、内外のステイクホルダーのニーズや課題を常に確認し、環境変化に対応し、的確にそれ

らを反映したあるべき姿を明確にして、社会的責任・使命を果たす。 

 

 これらの求めに応じ、ITC 新潟メンバーが個々に力を発揮することはもちろんのこと、新潟県内

唯一の有資格者組織として、ITC 新潟が行政や各種機関・民間企業からの窓口として機能する必要

があり、そのためには組織としての対応が取れる体制が必要です。 

 本年度も、このための組織体制の強化を重点に置き、そしてすでに求められている数々の役目に

対し個々にだけでなく ITC 新潟として応えていくことができるようにしていきます。 

 

１ 組織体制の強化 
（１）事業実施・推進を行うための役割分担、委員会制度等の組織内組織の構築 

（２）SNS・グループウェア等を使用した連絡体制の確立 

（３）ITC 新潟メンバーを中心としたビジネス志向法人組織設立への協力 
 

２ ITC ビジネスの実践 
（１）NICO が実施する IT 関連事業への協力 

・専門家派遣事業（DX支援枠等） 

（２）ITコーディネータ協会（ITCA）が実施する IT 関連事業への協力 

（３）新潟県が実施する IT 関連事業への協力 

・農林水産業 DX・スマート農林水産業の推進への参画・協力 

（４）その他、国や県等で実施する中小企業の IT 活用や新事業創出推進に関連する事業への協力 

 

３ ITC スキルアップ研修 
（１）AI・IoT 等高度 IT の導入を推進する人材育成のためのセミナー、研修会等への参加、協力 

（２）県内の産業支援機関等との連携によるセミナーや研修会等の開催、協力 

（３）IT コーディネータ協会（ITCA）・他の IT コーディネータ有資格者組織等が主催するセミナ

ーへの参加支援 

（４）ITC 新潟主催の事例発表会等の開催 
 

第３号議案 



４ 普及・啓発事業 
（１）IT コーディネータ協会（ITCA）、金融機関等との協力によるカンファレンス、セミナー等の

開催 

 ・IT 経営カンファレンスの開催 

（２）国・県等の IT 関連施策やその他本会事業に関連する情報提供 

（３）本会ウェブサイトの運用による活動状況や支援事例等の定期的な情報発信 

（４）他の IT コーディネータ有資格者組織・IT 関連団体等との交流 

 



第４号議案 　

◎収入 (単位：円)

R３決算額(a) R４予算額(b) 差額（b-a) 備　考

１． 538,277 599,914 61,637

２． 会費（年会費） 123,000 120,000 ▲ 3,000 @3,000*40名

３． 5 0 ▲ 5 利息

４． 132,000 0 ▲ 132,000

793,282 719,914 ▲ 73,368

◎支出 (単位：円)

科　　目 R３決算額(a) R４予算額(b) 差額（b-a) 備　考

１． 0 100,000 100,000 ITC Conference参加費補助・他団体との交流等

2 0 100,000 100,000 IT経営カンファレンスin新潟事業費

3 0 50,000 50,000 原則として委託料・参加費等でペイできるように開催する

4 通信費 8,898 50,000 41,102
連絡・情報共有に使用するＳＮＳ（Slack）、zoom、Webサイ
ト・クラウドサービス等の利用料金

5 広報費 50,600 0 ▲ 50,600

6 1,870 10,000 8,130 振込手数料等

7 731,914 409,914 ▲ 322,000

793,282 719,914 ▲ 73,368

ＩＴＣ新潟　令和４年度　収支予算(案）

科　　目

前年度繰越金

雑収入

合　　計

謝金

事業費（IT経営カンファレンスin新
潟開催費）

事業費（上記以外の自主開催事
業等）

事業費（ITCカンファレンス・他団
体主催事業への参加）

事務局費

予備費

合　　計

 



報告事項１  

 

ＩＴＣ新潟を母体とした「法人格組織」の設立について 

2022年6月3日 

ＩＴＣ新潟 代表幹事 横山 淳 

  

 ＩＴＣ新潟（任意団体）を母体とした「ビジネス事業を行う新しい法人格組織

（以下「新法人」）」を、2023年4月を目途に設立することを計画しています。その

背景、目的、概要などを説明し、併せてＩＴＣ新潟の皆様のご意見をいただきたい

と思います。 

１ 法人設立の背景、必要性 

● 近年、県や金融機関から、ＩＴＣ新潟への協力依頼が増加し、所属するＩＴ  

Ｃ個人が可能な範囲で対応している。 

さらに、昨年度は、ＩＴコーディネータ協会（以下「ITCA」）が組織として

請け負い、その下でＩＴＣ新潟所属の個人が対応している。 

今年度も同様の業務が予定されている上に、新潟県は、経済産業省の「令和

４年度地域新成長産業創出補助金」の採択を受けており、より一層ＩＴＣ新

潟への協力要請が増えることが予想される。 

このような多くの協力要請に対して、適するＩＴＣをアサインし、責任をも

って対応するためには「法人格のITCA届出組織」が必須である。 

 

● ビジネス志向のITCA届出組織８６組織の内、すでに６２の組織が法人化して

いる。 

また、ビジネス志向のITCA届出組織が存在するが法人化していない都道府県

は、新潟を含め５県のみである。 

２ 法人化することのメリット 

● 契約主体になり、要員アサインを含め責任をもった組織的対応を行うことに

なる。 

● 組織的対応ができ、業務の継続性が確保できる。 

● 法人格を持つことで、お客様にとっての安心感が高まる。 

３ 法人化することの課題 

● 法人登記や会計処理のための作業や費用の負担が増える。 

● 納税が必要となる。 



４ 新法人設立の目的 （ＩＴＣ長野の定款を流用した原案です） 

この法人は、新潟県およびその周辺地域に基礎を置く企業・自治体・団体等に

対し、独立かつ中立の立場から、経営戦略を含む戦略的情報化の施策提言と支

援、地域情報サービス基盤整備運営支援等の事業を行うことにより、地域の経済

及び情報化の健全な発展と市民の人権擁護及び福利増進に寄与することを目的と

する。 

 

５ 新法人の概要 

● 形態 

○ 新法人は、ビジネス事業に参加したい人だけが加入することとし、現

在のＩＴＣ新潟（任意団体）は新潟県内の全ＩＴＣを対象とした勉強

志向（カンファレンスの開催も含む）の組織として継続する。 

○ 両組織への加入、または、一方だけに加入するのも自由。 

○ 法人の種類（ＮＰＯ法人・一般社団法人等）は、今後検討する。 

● 参加していただきたいＩＴＣの方 

1. ユーザ企業に対するＩＴコーディネートを行っている方／行いたい方 

2. 自治体や金融機関の産業デジタル化支援施策にＩＴＣとして参画して

いる方／したい方 

3. 自社企業の顧客獲得／客サポートのために、ＩＴＣ知識を活用してい

る方／したい方 

● 機能 

1. 県・自治体、金融機関、商工会議所などからの産業デジタル化支援に

対するＩＴＣ諸活動 

2. （将来）ＩＴＣケース研修の自主開催 

など 

● 入会費、年会費 

○ 今後詳細に検討していきますが、次の程度を目安と考えています。 

■ 個人会員（副業の場合）：入会金１万円、年会費１万円程度 

■ 個人会員（専業の場合）：入会金３万円、年会費２万円程度 

■ 法人会員       ：入会金５万円、年会費３万円程度 

※副業とは、企業に所属しながら副業としてITCの仕事をする

方。（案件を所属企業として契約する場合は、法人会員となり

ます。） 

※専業とは、フリーランス・個人事業主としてITCの仕事をする

方。（一人企業でも法人化している場合は、法人会員となりま

す。） 



６ 新法人に参加することのメリット 

● ＩＴＣとしてのビジネス活動ができて、個人／企業としてビジネスになる。 

● 県、自治体、金融機関、商工団体等との関係作りができ、個人／企業として

の事業領域を拡大できる。 

７ 設立までのスケジュール（案） 

● ６月    アンケート回収 

● ７月～８月 詳細検討 

● ９月～10月 法人登記申請の準備 

● 11月    法人登記申請 

● ２月    法人登記認可 

● ２月～３月 会員募集、入会処理 

● ４月１日 法人設立 

   



８ 皆さんへのアンケート 

 

To 横山 メール：yokok.0316@outlook.com ６月10日（金）までにご回答くださ

い。 

 

あるいは、下記のＷｅｂフォームからご回答ください。 
https://docs.google.com/forms/d/e/1FAIpQLSd74FN_Z_ZQNtty_pf_NOyZQPh5eJgd7D4u6MovwZZ5pSRRzw/viewform?vc=0&c=0&w=1&flr=0 

 

 
 
氏名（必須）： 

 

メールアドレス（必須）： 

 

質問１（必須、択一）：あなたは、この新法人に参加したいと思いますか？ 

           （現時点の情報で判断してください。） 

● 参加したい 

● 参加しようと思うが、今後検討する 

● 今後詳しいことが決まってから考える 

● 参加しない 

● その他（質問４にお書きください） 

   

 

質問２（任意、複数回答可）：「参加しない」場合、できれば理由もお聞かせくだ

さい。 

● ITCとしてのビジネス事業をする予定がないから（勉強や情報交換のみで良

い） 

● 勤務先で副業が禁止されているから 

● 入会金や年会費が負担になるから 

● その他（質問４にお書きください） 



質問３（必須、択一）：新法人設立にあたっての検討会・準備会に参加していただ

けますか？ 

（新法人には参加しない方でも、新しい組織の設立に興味がある・勉強したいとい

う方はぜひご協力ください） 

● 参加したい 

● 参加しない 

● その他（質問４にお書きください） 
  

質問４（任意、自由回答）：質問したいこと、参加を検討する上で聞きたいこと、

あるいはご意見をお書きください。 

 

以上 

 



 

R4年度 事業 ＩＴＣ新潟令和４年度総会　参考資料１

新潟県産業労働部
事業名 事業概要 実施主体 対象 事業費（千円） ＩＴＣの役割

DX推進支援事業
（受託業者を公募中）

金融機関等と連携したＤ
Ｘの理解促進
金融機関の支店担当者、
商工団体の経営指導員等
を対象にＤＸに関するセ
ミナーを開催。ＩＴ企業
と非ＩＴ企業のマッチン
グイベント等を開催。

新潟県 一般企業
（予算）5000

委託金額3700

〇
昨年は協力。可能性
あり。

※→ＩＴＣ協会→Ｉ
ＴＣ新潟個人か

若手ＩＴＣの実戦経験の
育成
若手のＩＴＣなどを対象
に、企業に対して適切な
デジタルツール導入をア
ドバイスできる橋渡し役
となる専門人材を育成。

新潟県
ＩＴコー
ディネー
タ

（予算）？

委託金額3320

〇
ベテランＩＴＣ６人
＋新人ＩＴＣ６人必
要

※→ＩＴＣ協会→Ｉ
ＴＣ新潟個人か

DX推進試作開発支援事
業？？

ＩＴ企業向けに最新技術
情報とﾕｰｻﾞﾆｰｽﾞ情報を提
供

ＮＩＣＯ ＩＴ企業 （予算）641 ×

技術責任者育成事業
※創業版の所管

将来の最高技術責任者
（ＣＴＯ）を育成

新潟県 ＩＴ企業 （予算）4700 ×

ＤＸ推進試作開発支援事業
デジタル化に資する製品
の開発・実証支援

ＮＩＣＯ ＩＴ企業 （予算）25500 ×

データ利活用型設備導入支
援事業

AI・IoT関連システム・機
器等の導入支援

ＮＩＣＯ 一般企業 （予算）21327 ×

ＤＸ伴走型支援事業
★産業政策所管にり、専門
家派遣事業の中のＤＸ枠に
なった

ＩＴコーディネータによ
る伴走型支援
個別相談、データベース
整備

ＮＩＣＯ 一般企業 （予算）？

〇伴走できるＩＴＣ
が必要

※ＮＩＣＯ→ＩＴＣ
新潟個人

ＤＸ推進支援業務委託
（受託業者を公募中）

ＤＸによるビジネスモデ
ルの変革等を目指す企業
経営者の支援

ＮＩＣＯ 一般企業
（予算）？

委託金額34500
？

新潟県農林水産部

スマート農林水産業推進
ITを活用した経営課題解決
支援

ITを活用した経営課題解
決支援

新潟県 農業法人
（予算）？

委託金額？

〇
ＩＴＣ新潟から6人
参画予定

※→ＩＴＣ協会→Ｉ
ＴＣ新潟個人


